
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

GEOLOGICAL, GEOPHYSICAL, 
GEOTECHNICAL SERVICES AND 
INSTRUMENTS 

三次元変位測定器 

 

３Ｄ ゲージ 

 

＜概 要＞ 
 構造物の安定を計るうえで、構造物に生じた

変状や変位を観測することは欠かすことができ

ません。 

 ３Ｄゲージは構造物に生じたクラックや施工

継目の変位を測定するため、単純な構造ながら、

３方向の変位を観測することができます。 

＜特 長＞ 
●１台で３方向の変位測定ができます。 
●構造が単純なので、測定には熟練を要しませ

ん。 
＜計測対象物＞ 
●トンネル・ダム・水路などのコンクリート構

造物の施工継目 
●トンネル・ダム・水路などのコンクリート構

造物内に発生したクラック 
●建築構造物のひび割れ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

　● 製品に関するお問い合わせは、機器事業本部、営業企画部にて承ります。

　● 仕様は製品改良のため、予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

● 機器事業本部　営業企画部

：茨城県つくば市御幸が丘43番地 029-851-5078

● 九州地区 ：福岡市南区井尻2-21-36 092-591-1840

● 本　  社 ：東京都千代田区九段北4-2-6 03-3234-0811

東京支社 03-3946-3111 中部支社 052-793-8321

札幌支社 011-863-6711 関西支社 06-6885-6357

東北支社 022-237-0471 四国支社 089-925-9516

● ホ-ムペ-ジ http://www.oyo.jp/

JQA-2772
機器事業本部

 

＜仕 様＞ 

測定に必要なシステム構成 

●３Ｄゲージ本体 

 ＜付属品＞ 

 アンカーボルト ４本 

 六角レンチ（2.5mm）１本 

●３Ｄゲージアタッチメント 

 （校正治具） 

●デジタルリニアゲージ 

 （小野測器製） 

 

 

 

■デジタルリニアゲージ 

アタッチメントの 

フランジを校正治 

具に押し付けた状 

態でデジタルゲー 

ジのＰＯＷＥＲス 

イッチを押し電源 

をＯＮにすると表 

示値がＺＥＲＯ表 

示になります。 

測定前に基準値の確認をします。 

校正治具。 

デジタルゲージにアタッチメントを取り付けます。

六角レンチ 
締め付け固定。

六角レンチ 
締め付け固定。

 １９ｍｍ以下

アンカーボルトをベースに入れた状態で、穴にセットしてみます。 

３方向ともゲージ差し込み穴の真ん中の穴が、使えるようにセットします。 

施工継目（クラック） 

 ゲージ差し込み穴 

  第二測定ベース 

 第一測定ベース 

 正面図

＜測定方法＞ 

図のようにアタッチ

メントを取り付けた

ゲージをゲージ差し

込み穴に挿入し、ゲー

ジ値を読み取ってく

ださい。 

＜使用上の注意＞ 

ゲートブロックは、部材間の距離を測り、変位の測定をする測定器ですから、部材の表面

にキズなどを付けますと、測定精度を低下させる原因となりますので、取り扱いには注意

してください。 

 平面図 

  アタッチメント 

 ゲージ 

校正２での値をＺＥＲＯとし、現場で測定した値をそれぞれＸ,Ｙ,Ｚ（３方向）とする

と、データの整理は、次のようにします。 

 

［初期測定地］ －［その他の測定地］ ＝［初期値からの変位量］ 

   Ｘ１  －   Ｘｎ   ＝ ΔＸ 

   Ｙ１  －   Ｙｎ   ＝ ΔＹ 

   Ｚ１  －   Ｚｎ   ＝ ΔＺ 

となります。 

 ■校正１ 

 ■現場設置 

 ■校正２ 

 ■現場測定 

 ■データ整理 
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